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第3節 ● 地域の多様な食文化の継承につながる食育の推進
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小学校学習指導要領解説の家庭編においては、「和食の基本となるだしの役割についても触
れること。」とされていますが、だし単体を授業で扱う学校は多くありません。そうした中、
千葉市にある作新小学校では、調理実習を行う５年生の家庭科の時間において、だしについて
の授業を行っています。
授業では、子供たちにだしとは何か、また、そもそもおいしさをどこで感じるのかについて

問いかけ、活発な議論が行われます。その後、市販の顆粒だしを湯に溶かしただしと、昆布と
かつお節の合わせだしの２種類を、正体を伏せたまま飲み比べます。ここでまず、だしの味や
香りの違い、また、それぞれのだしの特徴を感じ、和食の根幹として重要な役割を果たすだし
について、ダイレクトに体感してもらっています。
その後、実際に１人１人煮干しでだしを取り、実なしの味

み
噌
そ
汁を作って試飲します。さらに、

湯にただ味噌を溶いたものとも飲み比べさせると、中には「だしがあるのとないのとでは全然
味が違った。」といった感想を持つ子供もいます。また、普段は魚が苦手という子供も、だし
の大きな効果を実際に体験でき、その重要性を感じることができる貴重な機会となっています。
今後は、子供たちが自ら考案した味噌汁のメニューを実際に作るといった授業を予定してお

り、だしを始めとする和食の基本となる要素について、子供たちに伝えていく授業を充実させ
ていきます。

授業の様子 子供たちがだしを取って作った味噌汁

だしでこんなに美味しくなる！～だしの役割、取り方を学ぶ～
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